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東京の生協のまちづくり活動トピックス
まちづくり・地域活動交流のつどい

開催しました！

開催日：２０２５年３月５日（水）13時〜17時
会場：東京都生協連会館 会議室
参加生協・団体数・１６生協、１２団体
参加人数：９３名

今年度は、「生活困窮者支援」をテーマに加え、フードバンク団体、社会福祉協議会、ワーカーズコープなど地域で活動する団体
にも呼びかけ、知り合って、つながって「安心のまちづくり」をすすめることができました。

学習講演

事例報告

交流・懇親会（カフェタイム）

主催：まちづくり・組合員活動交流のつどい実行委員会
コープみらい/パルシステム東京/東都生協/生活クラブ生協/東京ほくと医療生協/東京保健生協/東京ふれあい医療生協/
八王子保健生協/西都保健生協/東京西部保健生協/北多摩中央医療生協/城南保健生協/東京葛飾医療生協/東京都生協連/

すべての人の「味方」と「出番」をつくる～としま包摂ネットワークのまちづくり～

長谷川 翼さん（弁護士）

（としま包摂ネットワーク
事務局/弁護士法人東京
パブリック法律事務所所
長）

佐藤虹也さん
（足立区NPO活動支援センター）

遠藤沙紀さん

参加者されたみなさんの感想から一部を紹介します

地域活性化のために、人材発掘、育成、支援、
地域内の組織力強化などに寄与していくことを
目指しているセンターの活動や、
個人や団体の思いを聴き、理解
に努めていることなどをお話し
いただきました。

交流タイムでは、生協を含めて１８団体が
ブースを出展し、参加されたみなさんに
活動紹介や名刺交換などをして交流しま
した。 懇親会では、ブース出展者も交流
に加わり、和やかな時間を過ごしました。

荒川区社会福祉協議会では、住民の「やりたい」
という思いを大切にし、実現に向けてサポートしている
こと、地域の人々との関わりを楽しみ、共に地域社会を
盛り上げることが地域を元気にすることなどを、三宅さ
んがユーモアを交えて楽しくお話しくださいました。

遠藤さんからは、生協が地域で活動す
ることで、ひとりぼっちにしないまちづ
くりの一助となっていることを、ご自身
も関わっている「荒川コープカフェ」を事
例にお話ししてくださいました。

※東京パブリック法律事務所とは、司法アクセスが困難な人々を支援するために設立された「都市型公設事務所」で、
一般部門、後見部門外国人・国際部門を通じて、司法アクセス障害の解消に取り組んでいる法律事務所です。

≪としま包摂ネットワーク≫豊島区内で、子ども、貧困、外国人、医療など様々なテーマで活動する団体間
連携を強化し、地域住民も巻き込んだ支援体制を構築することで、すべての人が「味方」と「出番」を持てるよ
うなまちづくりを目指しています。

①支援者間のネットワークをつくる
ネットワークに加入した団体が、それぞれの得意分
野でサポートできる仕組みを作る。

≪OUR MISSION≫

②地域のサポーターを増やす
地域のなかに「味方」や「出番」を作ってくれるサポー
ターを増やし、地域全体の支援力を高める。

ネットワークを通じて、参加団体は具体的な事案に
ついて相談したり、他の団体からアドバイスを受け
たり、情報交換や交流、実際の支援に役立てる。

支援を必要とする人々が孤立しないためには、地域社会の中でその人の強みを活かした「出番」があることが
大切だと「祈る女の子」「橋の下のおじさん」「としまる多文化フェスティバル」などの事例紹介もありました。

「地域サポーター養成セミナー」の開催。団体や支援者
にゲストスピーカーを依頼し、地域の課題や地域で何
ができるかを考え、孤立している人をなくしていく。

とても有意義な講演でした。弁護士というととても堅苦しく思いますが、長谷川
さんのお人柄がとても素晴らしく、包摂のお仕事に繋がっているのだなと感心
しました。得意なことの出番があれば輝けるし、それが自信となってその後の生
き方が変わって行けると…。あと横の繋がりの重要性、フードバンクの活動をす
るにあたってもとても必要だと思ってました。豊島だけでなく、各市町村にこの
ようなネットワークが生まれる世の中になって欲しいです。

司法アクセス障害のお話を通じて、困難を抱えている人とつながるのが容易で
はないことを改めて認識することができました。そのためには専門職ではない
人たちの存在（つまりは、生協も組合員を含めて重要）ということが大事ですね。
支援をしたい方々がつながるメーリングリスト（静岡方式）の手法など、つながり
を増やしていく工夫は非常に参考になりました。ありがとうございました。

「子ども食堂スタッフ体験」募集、真似します！

「地域活動相談で大切にしていること」は、私には忘れがちな視点もあり参考に
なりました。

今回のテーマが私がこの手につかみたい内容でした。いままで交流会には参加
したことが無かったのですが非常に勉強になり、いろいろなヒントが得られ、新
しいつながり、情報交換ができました。

２０２４年度

三宅正臣さん 「子ども食堂のスタッフ体験」の企
画では、体験後にスタッフとして
活動に参加される方もいるとい
う報告がありました。

自由にブースを回る交流タイム

軽食や飲み物をいただきながらの懇親会

（荒川区社会福祉協議会）


